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一
　
は
じ
め
に

筆
者
ら
は
、
ラ
オ
ス
南
部
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
お
よ
び
ア
ッ
タ
プ
ー
県
で
、
水
田
や
河

川
で
の
漁
撈
に
関
す
る
研
究
に
従
事
し
て
き
た
（
辻
　
二
〇
一
三; 

辻
ほ
か
　
二
〇
一
三
、

二
〇
一
八
）。
そ
し
て
、
現
在
、
ラ
オ
ス
の
漁
具
に
関
す
る
物
質
文
化
的
研
究
を
開
始
し
て

い
る
。
と
く
に
、
ラ
オ
ス
の
漁
具
の
な
か
で
も
筌
に
着
目
し
て
い
る
。
ラ
オ
ス
の
筌
は
、
タ

ケ
や
ラ
タ
ン
と
い
っ
た
自
然
素
材
を
用
い
て
製
作
さ
れ
、
捕
獲
対
象
の
生
物
や
筌
を
し
か
け

る
生
態
環
境
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
形
態
が
異
な
る
個
性
を
有
す
る
。
筌
は
ラ
オ
ス
人
の
生
活

や
生
計
に
と
っ
て
身
近
か
つ
重
要
な
漁
具
で
あ
り
代
表
的
な
物
質
文
化
の
ひ
と
つ
を
占
め

る
。
本
稿
で
は
、
ラ
オ
ス
の
筌
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
民
俗
文
化
研
究
の
た
め
の

資
料
紹
介
と
す
る
。
同
時
に
、
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
民
具
研
究
と
架
橋
す
る
た
め
の
一
試

論
と
す
る
。

筌
は
、
世
界
的
に
確
認
で
き
る
漁
撈
用
の
物
質
文
化
で
あ
る
。
試
み
に
、
国
立
民
族
学
博

物
館
（
み
ん
ぱ
く
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
標
本
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://

htq2.m
inpaku.ac.jp/infolib/m

eta_pub/G0000028m
ocat:

二
〇
二
一
年
二
月
一
五

日
閲
覧
）
を
参
照
す
る
と
、
四
六
九
件
の
標
本
資
料
の
筌
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
地
域
が
不

明
な
も
の
を
除
き
、
そ
の
分
布
域
と
収
蔵
数
を
列
挙
す
る
と
、
日
本
（
一
五
七
）、
タ
イ

（
四
五
）、
イ
ン
ド
（
三
四
）、
ネ
パ
ー
ル
（
三
四
）、
中
国
（
三
三
）、
マ
レ
ー
シ
ア
（
二

七
）、
ラ
オ
ス
（
二
四
）、
太
平
洋
諸
島
（
二
二
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
一
八
）、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
一
八
）、
台
湾
（
一
七
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
一
〇
）、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

（
五
）、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
五
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
三
）、
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
三
）、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
（
三
）、
ド
イ
ツ
（
二
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
二
）、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
一
）、
カ
ン
ボ
ジ

ア
（
一
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
一
）、
ボ
ツ
ワ
ナ
（
一
）、
メ
キ
シ
コ
（
一
）
と
世
界
的

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
の
標
本
資
料
（
三
三
％
）
が
際
立
ち
、
つ

い
で
ラ
オ
ス
を
ふ
く
む
東
南
ア
ジ
ア
の
資
料
が
全
体
の
二
七
％
を
占
め
る
。
筌
の
素
材
と
な

る
タ
ケ
や
ラ
タ
ン
の
資
源
量
の
多
い
東
南
ア
ジ
ア
で
、
筌
漁
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
物
質
文
化
と
し
て
の
筌
が
い
か
に
人
類
に
と
っ

て
普
遍
的
で
あ
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

本
研
究
は
試
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
オ
ス
の
筌
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
と
事

例
を
交
え
つ
つ
、
物
質
文
化
と
し
て
の
筌
研
究
の
要
所
を
押
さ
え
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
、

筆
者
ら
の
専
門
は
生
態
人
類
学
と
農
学
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
分
野
か
ら
の
物
質
文
化

研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
物
質
文
化
研
究
は
学
際
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り

（H
icks and Beaudry 2010

）、
そ
の
こ
と
は
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
民
具
研
究
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
（
岩
井
　
二
〇
一
一
）。
物
質
文
化
研
究
と
民
具
研
究
の
ち
が
い
に
つ
い
て

は
、
本
稿
で
は
両
者
を
等
質
な
も
の
と
と
ら
え
て
お
く
が
（
田
辺
　
二
〇
一
四
）、
民
具
研

究
は
日
本
民
俗
学
の
脈
絡
で
使
わ
れ
る
印
象
が
強
い
。

こ
こ
で
、
ラ
オ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
筌
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と

で
、
筌
の
特
性
を
ふ
ま
え
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
ラ
リ
ッ
ジ
ら
は
、
ラ
オ
ス

に
お
け
る
漁
撈
具
の
分
布
と
構
造
に
つ
い
て
、
地
域
性
と
利
用
法
に
焦
点
を
あ
て
体
系
的
に

ラ
オ
ス
の
筌
に
関
す
る
物
質
文
化
的
研
究

―
日
本
民
俗
学
と
の
架
橋
に
向
け
た
一
試
論

辻
　
　
　
貴
　
志
１
）・
広
　
田
　
　
　
勲
２
）
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示
し
て
お
り
、
ラ
オ
ス
の
水
田
お
よ
び
河
川
に
お
け
る
漁
撈
全
般
を
理
解
す
る
う
え
で
き
わ

め
て
有
益
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
本
書
は
、
筌
に
つ
い
て
も
そ
の
設
置
の
仕
方
と
使
用

技
術
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
（Claridge et al. 1997

）。
つ
ぎ
に
、
ダ
ム
ロ
ン
・

タ
ヤ
ニ
ン
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
リ
ン
デ
ル
は
、
ラ
オ
ス
北
部
の
カ
ム
の
人
び
と
が
実
践
す

る
狩
猟
技
術
と
そ
の
物
質
文
化
に
つ
い
て
一
貫
し
て
深
く
記
載
し
て
い
る
。
本
書
は
、
筌
と

罠
に
特
化
し
た
民
族
誌
で
あ
り
、
筌
と
罠
を
と
も
に
生
物
を
捕
え
る
装
置
と
し
て
と
ら
え
て

い
る
。
筌
と
罠
は
捕
獲
対
象
の
生
物
を
そ
の
な
か
に
閉
じ
込
め
外
に
出
ら
れ
な
く
す
る
点
で

共
通
点
が
あ
り
、
両
者
の
発
達
史
に
つ
い
て
興
味
深
い
示
唆
を
え
る
こ
と
が
で
き
る

（Tayanin and Lindell 1991

）。

ラ
オ
ス
以
外
の
筌
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。
安
室
知
は
、
日
本
の
水
田
漁

撈
で
使
わ
れ
る
筌
の
総
体
を
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
、
生
業
研
究
の
う
え
で

も
っ
と
も
留
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
民
具
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
列
島
で
あ
り

ふ
れ
た
筌
と
し
て
ド
ジ
ョ
ウ
筌
と
ウ
ナ
ギ
筌
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
の
分
布
域
、
漁
場
、
漁
の

時
間
、
漁
の
主
体
者
、
対
象
魚
、
漁
獲
目
的
、
製
作
者
、
筌
の
形
態
・
構
造
を
分
析
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
上
お
よ
び
生
計
上
の
基
盤
を
考
察
し
た
（
安
室
　
二
〇
〇
五
）。
西
谷
大
は
、

中
国
雲
南
省
金
平
県
に
お
け
る
水
田
漁
撈
の
実
態
を
記
録
し
、
と
く
に
ド
ジ
ョ
ウ
漁
と
タ
ウ

ナ
ギ
漁
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ら
に
使
わ
れ
る
タ
ケ
製
筌
の
形
態
と
水
田
環
境
で
の
利
用
の

さ
れ
方
を
詳
細
に
記
述
し
た
（
西
谷
　
二
〇
一
一
）。

筌
は
水
田
だ
け
で
な
く
、
河
川
や
海
で
も
利
用
さ
れ
る
。
日
本
で
は
、
サ
ケ
や
マ
ス
、
さ

ら
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
捕
る
筌
も
あ
る
（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
・
福

島
県
立
博
物
館
　
二
〇
〇
七
）。
小
林
茂
は
、
日
本
各
地
の
筌
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
日
本

に
お
け
る
筌
使
用
の
民
俗
・
文
化
・
生
態
を
つ
ぶ
さ
に
示
し
た
ほ
か
、
世
界
各
地
の
筌
に
つ

い
て
も
ふ
れ
て
お
り
、
人
類
史
の
な
か
で
の
民
具
と
し
て
の
筌
の
意
義
を
検
討
し
た
（
小
林
　

二
〇
〇
七
）。
小
野
重
郎
は
、
南
九
州
の
河
川
で
使
用
さ
れ
る
筌
で
あ
る
ヒ
ビ
と
ハ
ジ
の
分

布
に
つ
い
て
考
察
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
一
般
的
に

ブ
ブ
（bubu

）
と
呼
ば
れ
る
筌
に
形
態
と
呼
称
が
似
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
南
方
的
要

素
を
推
論
し
て
い
る
（
小
野
　
一
九
八
五
）。
秋
道
智
彌
は
、
世
界
中
で
筌
に
関
す
る
研
究

が
体
系
だ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
提
起
し
た
う
え
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で

用
い
ら
れ
る
筌
の
種
類
、
漁
法
、
分
布
、
形
態
、
材
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
筌
漁
の

季
節
性
、
魚
種
、
漁
獲
量
に
つ
い
て
比
較
生
態
学
的
研
究
を
展
開
し
た
（
秋
道
　
一
九
八

九
）。
こ
の
研
究
は
、
筌
漁
の
基
礎
的
か
つ
先
駆
的
な
生
態
人
類
学
的
研
究
と
評
価
で
き
る
。

田
村
卓
也
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
共
和
国
の
沿
岸
部
に
お
け
る
筌
の
分
布
、
形
態
、
製
作

に
く
わ
え
、
筌
漁
に
用
い
ら
れ
る
エ
サ
の
採
集
と
漁
場
利
用
に
つ
い
て
分
析
し
、
筌
漁
が
確

実
性
に
と
ぼ
し
い
ゆ
え
に
、
漁
師
の
工
夫
が
よ
り
よ
い
漁
獲
に
影
響
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
（
田
村
　
二
〇
一
九
）。
筆
者
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ク
タ
ン
島
で
ウ
ツ
ボ
筌
漁
に
関

す
る
研
究
を
お
こ
な
い
、
筌
の
製
作
、
筌
漁
の
漁
場
、
漁
獲
、
時
間
利
用
に
つ
い
て
、
生
態

人
類
学
的
な
調
査
研
究
に
従
事
し
て
き
た
（
辻
　
二
〇
〇
七; Tsuji 2013

）。
近
藤
日
出

男
は
、
高
知
県
大
月
町
の
ウ
ツ
ボ
筌
漁
を
調
査
し
、
ウ
ツ
ボ
筌
が
旧
式
の
タ
ケ
製
の
も
の
か

ら
硬
質
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
に
変
化
し
た
漁
撈
技
術
の
変
遷
を
書
き
と
め
て
い
る
（
近
藤
　
二

〇
〇
三
）。
イ
ン
ド
の
北
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
筌
の
利
用
に
つ
い
て
記
し
た
Ｍ
・
レ
メ
サ
ン
と

Ａ
・
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
筌
に
は
生
業
利
用
の
ほ
か
に
娯
楽
の
要
素

も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（Rem

esan and Ram
achandran 2008

）。

以
上
の
筌
に
関
す
る
研
究
は
、
基
本
的
に
、
筌
と
い
う
物
質
文
化
を
理
解
す
る
う
え
で
、

そ
の
形
態
や
生
態
環
境
下
で
の
利
用
の
さ
れ
方
に
着
目
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

か
ろ
う
。

さ
て
、
本
稿
で
、
な
ぜ
ラ
オ
ス
の
筌
に
着
目
す
る
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
、
ラ
オ
ス

の
農
民
が
お
こ
な
う
漁
撈
活
動
が
農
耕
で
不
足
す
る
動
物
性
タ
ン
パ
ク
源
を
補
う
う
え
で
き

わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
筌
は
そ
の
た
め
の
主
要
か
つ
合
理
的
な
物
質
文
化
だ
か
ら
で
あ
る
。
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日
本
で
の
調
査
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
で
お
こ
な
っ
た
。
調
査
方
法
と
し
て
、
ラ
オ
ス

の
筌
の
収
蔵
品
を
熟
覧
調
査
し
た
。
調
査
日
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
九
日
〜
一
〇
日
で
あ
っ

た
。
辻
は
筌
の
形
態
と
地
域
性
の
分
析
、
広
田
は
筌
の
素
材
の
分
析
と
撮
影
を
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
た
。
同
館
で
は
収
蔵
品
に
対
す
る
写
真
撮
影
と
簡
単
な
計
測
調
査
は
認
め
ら
れ
た
が
、

詳
細
な
計
測
調
査
は
資
料
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
お
こ
な
え
な
か
っ
た
。
本

稿
に
掲
載
し
た
収
蔵
品
写
真
の
使
用
に
あ
た
り
、
館
側
か
ら
承
諾
を
え
た
。

本
稿
は
辻
が
執
筆
し
、
広
田
が
加
筆
修
正
し
た
。
文
責
は
辻
に
帰
す
る
。

三
　
調
査
結
果

三

－

一
　
ラ
オ
ス
南
部
に
お
け
る
筌
利
用
の
一
例

ラ
オ
ス
で
は
、
漁
撈
は
人
び
と
に
と
っ
て
経
済
的
か
つ
栄
養
的
に
重
要
で
あ
る

（Interim
 Com

m
ittee for Coordination of Investigations of the Low

er M
ekong 

Basin 1992

）。
本
稿
が
対
象
と
す
る
ラ
オ
ス
南
部
の
人
び
と
は
豊
富
な
淡
水
の
水
産
資
源

に
強
く
依
存
し
、
そ
れ
ら
は
食
料
や
収
入
の
大
部
分
を
人
び
と
に
提
供
し
て
き
た
（Baird 

et al. 1999

）。
こ
の
地
域
の
村
落
で
は
、
家
屋
の
軒
下
を
は
じ
め
頻
繁
に
筌
を
確
認
で
き

る
（
図
一
・
二
）。
筌
は
人
び
と
の
生
活
や
文
化
の
少
な
く
な
い
部
分
を
構
成
し
て
い
る
。

基
本
的
に
人
び
と
は
農
民
で
あ
る
が
、
メ
コ
ン
河
や
そ
の
支
流
域
の
水
田
を
利
用
し
て
生
活

し
、
漁
撈
に
も
従
事
す
る
。
こ
の
よ
う
な
農
民
漁
撈
は
、
水
田
稲
作
で
不
足
す
る
動
物
性
タ

ン
パ
ク
源
を
補
い
、
生
存
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
生
業
で
あ
る
（
辻
　
印
刷
中
）。
換
言

す
る
と
、
メ
コ
ン
河
流
域
で
は
稲
作
の
生
産
が
年
間
を
と
お
し
て
家
族
の
成
員
を
扶
養
す
る

に
は
不
十
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
農
民
漁
撈
が
相
対
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る

（Santasom
bat 2011

）。
あ
る
い
は
、
身
近
に
水
域
が
あ
り
、
豊
富
な
生
物
が
い
る
こ
と

か
ら
、
人
び
と
は
自
然
と
漁
撈
に
な
じ
ん
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
水
域
で
は
、
筌
の
ほ

か
に
も
、
置
針
、
柴
漬
笊
、
魚
伏
籠
、
四
手
網
、
刺
網
、
投
網
、
ヤ
ス
に
み
ら
れ
る
漁
具
を

ま
た
、
筌
を
は
じ
め
漁
撈
具
に
関
す
る
物
質
文
化
研
究
は
、
日
本
民
俗
学
と
も
大
き
く
接
合

す
る
こ
と
か
ら
、
本
試
論
を
日
本
民
俗
学
と
関
連
づ
け
て
展
開
す
る
こ
と
は
一
定
の
学
術
的

意
義
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
日
本
民
俗
学
で
は
、
筌
研
究
は
伝
統
的
に
原
始
漁

法
に
お
け
る
民
具
研
究
と
漁
業
史
の
観
点
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き

た
い
（
岩
井
　
二
〇
一
一;

最
上
　
一
九
六
九
）。

本
稿
が
試
論
で
あ
る
の
は
、
地
域
、
製
作
者
、
素
材
・
技
術
、
漁
獲
対
象
、
設
置
環
境
と

い
っ
た
筌
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
物
質
文
化
と
し
て
の

筌
に
つ
い
て
ラ
オ
ス
を
手
始
め
に
汎
文
化
的
に
研
究
し
て
い
く
た
め
の
素
地
を
築
く
こ
と
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
端
的
に
、
物
質
文
化
研
究
の
大
部
は
、
モ
ノ
が
社
会
の

な
か
に
お
い
て
人
類
の
た
め
に
な
に
が
で
き
る
か
を
探
求
す
る
こ
と
に
あ
る
（H

odder 

2012

）。
あ
る
い
は
、
製
作
物
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
の
は
人
間
的
観
点
、
人
間
に
よ
る

製
作
と
利
用
の
観
点
と
さ
れ
る
（H

audricourt

　1987

）。
し
か
し
、
物
質
文
化
研
究
は

人
間
を
中
心
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
モ
ノ
と
人
間
、
さ
ら
に
は
素
材
お
よ
び
モ
ノ
の
使

用
に
か
か
わ
る
生
態
環
境
を
ふ
く
め
た
相
互
作
用
の
系
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
本
論
を
展

開
す
る
。

二
　
調
査
方
法

本
稿
に
関
す
る
調
査
は
、
ラ
オ
ス
と
日
本
で
お
こ
な
っ
た
。

ラ
オ
ス
で
の
調
査
は
、
辻
が
担
当
し
た
。
本
稿
に
関
わ
る
情
報
収
集
は
、
二
〇
〇
八
年
五

月
一
日
〜
五
月
一
八
日
、
八
月
一
日
〜
八
月
一
七
日
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
〇
日
〜
二
〇

〇
九
年
一
月
一
八
日
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
調
査
地
は
、
ラ
オ
ス
南
部
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー

ト
県
Ｌ
村
と
ア
ッ
タ
プ
ー
県
Ｓ
村
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
水
田
お
よ
び
河
川
で
の
漁
撈
で

使
わ
れ
る
筌
に
つ
い
て
、
形
態
、
用
途
、
設
置
環
境
、
し
か
け
方
、
対
象
魚
種
、
製
作
技
術

に
関
連
す
る
情
報
を
観
察
と
聞
き
と
り
に
よ
り
収
集
し
た
。



 ― 219 ― 

ラオスの筌に関する物質文化的研究

日
本
で
の
調
査
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
で
お
こ
な
っ
た
。
調
査
方
法
と
し
て
、
ラ
オ
ス

の
筌
の
収
蔵
品
を
熟
覧
調
査
し
た
。
調
査
日
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
九
日
〜
一
〇
日
で
あ
っ

た
。
辻
は
筌
の
形
態
と
地
域
性
の
分
析
、
広
田
は
筌
の
素
材
の
分
析
と
撮
影
を
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
た
。
同
館
で
は
収
蔵
品
に
対
す
る
写
真
撮
影
と
簡
単
な
計
測
調
査
は
認
め
ら
れ
た
が
、

詳
細
な
計
測
調
査
は
資
料
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
お
こ
な
え
な
か
っ
た
。
本

稿
に
掲
載
し
た
収
蔵
品
写
真
の
使
用
に
あ
た
り
、
館
側
か
ら
承
諾
を
え
た
。

本
稿
は
辻
が
執
筆
し
、
広
田
が
加
筆
修
正
し
た
。
文
責
は
辻
に
帰
す
る
。

三
　
調
査
結
果

三

－

一
　
ラ
オ
ス
南
部
に
お
け
る
筌
利
用
の
一
例

ラ
オ
ス
で
は
、
漁
撈
は
人
び
と
に
と
っ
て
経
済
的
か
つ
栄
養
的
に
重
要
で
あ
る

（Interim
 Com

m
ittee for Coordination of Investigations of the Low

er M
ekong 

Basin 1992

）。
本
稿
が
対
象
と
す
る
ラ
オ
ス
南
部
の
人
び
と
は
豊
富
な
淡
水
の
水
産
資
源

に
強
く
依
存
し
、
そ
れ
ら
は
食
料
や
収
入
の
大
部
分
を
人
び
と
に
提
供
し
て
き
た
（Baird 

et al. 1999

）。
こ
の
地
域
の
村
落
で
は
、
家
屋
の
軒
下
を
は
じ
め
頻
繁
に
筌
を
確
認
で
き

る
（
図
一
・
二
）。
筌
は
人
び
と
の
生
活
や
文
化
の
少
な
く
な
い
部
分
を
構
成
し
て
い
る
。

基
本
的
に
人
び
と
は
農
民
で
あ
る
が
、
メ
コ
ン
河
や
そ
の
支
流
域
の
水
田
を
利
用
し
て
生
活

し
、
漁
撈
に
も
従
事
す
る
。
こ
の
よ
う
な
農
民
漁
撈
は
、
水
田
稲
作
で
不
足
す
る
動
物
性
タ

ン
パ
ク
源
を
補
い
、
生
存
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
生
業
で
あ
る
（
辻
　
印
刷
中
）。
換
言

す
る
と
、
メ
コ
ン
河
流
域
で
は
稲
作
の
生
産
が
年
間
を
と
お
し
て
家
族
の
成
員
を
扶
養
す
る

に
は
不
十
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
農
民
漁
撈
が
相
対
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る

（Santasom
bat 2011

）。
あ
る
い
は
、
身
近
に
水
域
が
あ
り
、
豊
富
な
生
物
が
い
る
こ
と

か
ら
、
人
び
と
は
自
然
と
漁
撈
に
な
じ
ん
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
水
域
で
は
、
筌
の
ほ

か
に
も
、
置
針
、
柴
漬
笊
、
魚
伏
籠
、
四
手
網
、
刺
網
、
投
網
、
ヤ
ス
に
み
ら
れ
る
漁
具
を

ま
た
、
筌
を
は
じ
め
漁
撈
具
に
関
す
る
物
質
文
化
研
究
は
、
日
本
民
俗
学
と
も
大
き
く
接
合

す
る
こ
と
か
ら
、
本
試
論
を
日
本
民
俗
学
と
関
連
づ
け
て
展
開
す
る
こ
と
は
一
定
の
学
術
的

意
義
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
日
本
民
俗
学
で
は
、
筌
研
究
は
伝
統
的
に
原
始
漁

法
に
お
け
る
民
具
研
究
と
漁
業
史
の
観
点
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き

た
い
（
岩
井
　
二
〇
一
一;

最
上
　
一
九
六
九
）。

本
稿
が
試
論
で
あ
る
の
は
、
地
域
、
製
作
者
、
素
材
・
技
術
、
漁
獲
対
象
、
設
置
環
境
と

い
っ
た
筌
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
物
質
文
化
と
し
て
の

筌
に
つ
い
て
ラ
オ
ス
を
手
始
め
に
汎
文
化
的
に
研
究
し
て
い
く
た
め
の
素
地
を
築
く
こ
と
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
端
的
に
、
物
質
文
化
研
究
の
大
部
は
、
モ
ノ
が
社
会
の

な
か
に
お
い
て
人
類
の
た
め
に
な
に
が
で
き
る
か
を
探
求
す
る
こ
と
に
あ
る
（H

odder 

2012

）。
あ
る
い
は
、
製
作
物
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
の
は
人
間
的
観
点
、
人
間
に
よ
る

製
作
と
利
用
の
観
点
と
さ
れ
る
（H

audricourt

　1987
）。
し
か
し
、
物
質
文
化
研
究
は

人
間
を
中
心
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
モ
ノ
と
人
間
、
さ
ら
に
は
素
材
お
よ
び
モ
ノ
の
使

用
に
か
か
わ
る
生
態
環
境
を
ふ
く
め
た
相
互
作
用
の
系
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
本
論
を
展

開
す
る
。

二
　
調
査
方
法

本
稿
に
関
す
る
調
査
は
、
ラ
オ
ス
と
日
本
で
お
こ
な
っ
た
。

ラ
オ
ス
で
の
調
査
は
、
辻
が
担
当
し
た
。
本
稿
に
関
わ
る
情
報
収
集
は
、
二
〇
〇
八
年
五

月
一
日
〜
五
月
一
八
日
、
八
月
一
日
〜
八
月
一
七
日
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
〇
日
〜
二
〇

〇
九
年
一
月
一
八
日
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
調
査
地
は
、
ラ
オ
ス
南
部
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー

ト
県
Ｌ
村
と
ア
ッ
タ
プ
ー
県
Ｓ
村
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
水
田
お
よ
び
河
川
で
の
漁
撈
で

使
わ
れ
る
筌
に
つ
い
て
、
形
態
、
用
途
、
設
置
環
境
、
し
か
け
方
、
対
象
魚
種
、
製
作
技
術

に
関
連
す
る
情
報
を
観
察
と
聞
き
と
り
に
よ
り
収
集
し
た
。
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る
（
図
五
）。
こ
れ
ら
の
漁
場
で
は
季
節
に
関
係
な
く
漁
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
秋
道
ほ

か
　
二
〇
〇
八
）。
と
く
に
、
水
田
と
河
川
は
日
々
の
食
料
と
な
る
生
物
を
採
集
す
る
う
え

で
重
要
な
空
間
で
あ
る
。
雨
季
に
は
こ
れ
ら
の
環
境
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
利
用
し
多
く
の
生

物
を
採
集
す
る
光
景
が
広
く
み
ら
れ
る
。
水
田
や
池
に
お
け
る
漁
撈
は
単
な
る
遊
び
や
オ
カ

ズ
捕
り
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
人
び
と
の
社
会
的
つ
な
が
り
を
持
続
す
る
う
え
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
秋
道
・
橋
村
　
二
〇
〇
七
）。
し
か
し
、
雨
季
と
乾
季
の
変

わ
り
目
に
、
小
型
の
筌
を
畔
に
は
め
こ
ん
で
魚
を
捕
る
形
態
の
水
田
漁
撈
（
図
六
）
は
し
だ

い
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
（
後
藤
・
橋
村
　
二
〇
〇
七
）。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
農
村
社
会
の

生
活
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

メ
コ
ン
河
の
魚
類
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
か
ら
（M

ekong River 

Com
m

ission 2001

）、
季
節
に
よ
っ
て
筌
は
使
い
わ
け
ら
れ
る
（
橋
村
　
二
〇
〇
四
、
二

〇
〇
五
）。
ラ
オ
ス
の
気
象
は
雨
季
（
六
月
〜
一
〇
月
）
と
乾
季
（
五
月
〜
一
一
月
）
に
わ

か
れ
、
河
川
の
水
位
が
雨
季
に
は
大
幅
に
上
昇
す
る
。
そ
の
と
き
に
、
大
型
の
魚
が
回
遊
し

て
く
る
。
人
び
と
は
こ
ぞ
っ
て
大
き
な
筌
（lop

）
を
河
川
に
設
置
し
（
図
七
）、
と
く
に
強

い
水
流
の
地
点
に
し
か
け
る
（Burton 2005

）。
ラ
オ
ス
の
魚
は
河
川
に
棲
息
し
長
距
離

を
移
動
す
る
コ
イ
科
や
ナ
マ
ズ
と
い
っ
た
「
白
い
魚
」、
氾
濫
原
や
水
た
ま
り
で
棲
息
す
る

タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
科
、
ヒ
レ
ナ
マ
ズ
科
、
キ
ノ
ボ
リ
ウ
オ
科
と
い
っ
た
「
黒
い
魚
」、
そ

し
て
雨
季
に
本
流
を
出
て
氾
濫
原
で
産
卵
し
、
乾
季
に
河
川
に
戻
る
「
灰
色
の
魚
」
に
区
分

さ
れ
る
（
秋
道
　
二
〇
〇
七; Akim

ichi 2008

）。
ラ
オ
ス
と
文
化
や
生
態
環
境
の
よ
く
似

た
タ
イ
で
は
、
考
古
学
的
研
究
に
よ
り
、
新
石
器
時
代
の
地
層
か
ら
、
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ

科
、
ギ
ギ
科
、
キ
ノ
ボ
リ
ウ
オ
科
、
ヒ
レ
ナ
マ
ズ
科
、
タ
ウ
ナ
ギ
科
の
魚
骨
が
多
く
出
土
し

て
お
り
（H

igham
 2002

）、
現
在
の
ラ
オ
ス
の
水
田
で
漁
獲
さ
れ
る
魚
種
の
構
成
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
タ
ケ
や
ラ
タ
ン
製
の
筌
を
用
い
た
漁
が
遠
い
過
去
か
ら
引
き
継
が
れ
て

き
た
蓋
然
性
は
高
い
が
、
植
物
性
素
材
の
物
質
文
化
は
遺
物
と
し
て
残
り
に
く
い
。
こ
の
よ

使
っ
た
多
様
な
漁
法
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
筌
は
製
作
と
使
用
の
技

術
に
お
い
て
手
の
込
ん
だ
物
質
文
化
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

筌
の
材
質
は
、
古
く
は
ラ
タ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
乱
獲
に
よ
り
資
源
量
が
減
少
し
た

こ
と
か
ら
（M

ekong River Com
m

ission and the W
orld W

ide Fund for N
ature 

2009

）、
現
在
は
お
も
に
タ
ケ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の

バ
ン
ド
（
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
）
や
ナ
イ
ロ
ン
ひ
も
の
切
れ
は
し
で
「
カ
エ
シ
」
を
は
じ
め
主
要
な

部
分
を
補
強
す
る
。
補
強
す
る
部
分
に
は
か
つ
て
は
タ
ケ
の
ほ
か
に
ラ
タ
ン
や
別
の
植
物
素

材
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
筌
を
編
む
の
は
、
男
性
の
仕
事
で
あ
り
（
図
三
）、

女
性
は
機
織
り
に
専
念
す
る
性
的
分
業
が
確
認
で
き
る
。
魚
類
（
タ
ウ
ナ
ギ
、
ヒ
レ
ナ
マ

ズ
、
そ
の
ほ
か
の
魚
）
を
捕
る
筌
（sai pa
）
の
ほ
か
に
も
、
カ
エ
ル
を
捕
る
筌
（sai 

kop

）（
図
四
）
や
エ
ビ
を
捕
る
筌
（sai kun

）
も
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
捕
獲
対
象
と
す
る

生
物
の
習
性
に
合
わ
せ
形
が
異
な
る
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
た
筌
が
選
択
さ
れ
て
い
る
点
が

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。Sai

は
地
域
的
にtoum

に
置
き
換
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
筌
を
意
味
す

る
。
そ
の
ほ
か
、
カ
ニ
、
ヘ
ビ
、
貝
、
昆
虫
、
植
物
も
水
田
で
採
集
さ
れ
て
お
り
、
ラ
オ
ス

の
水
田
で
の
生
物
資
源
利
用
は
多
様
で
あ
る
（Pedersen et al. 2014
）。
タ
ケ
の
利
用
用

途
は
き
わ
め
て
広
く
、
筌
の
素
材
に
利
用
さ
れ
る
ラ
オ
ス
の
タ
ケ
の
種
類
に
つ
い
て
は
広
田

が
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
（
広
田
　
二
〇
一
九
）。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
利
便
性
か
ら
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
筌
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
タ
ケ
製
筌
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
と
の
報
告
が

あ
る
（
秋
道
ほ
か
　
二
〇
〇
八
）。
東
南
ア
ジ
ア
の
農
村
社
会
は
、
技
術
的
、
経
済
的
、
政

治
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
生
じ
て
い
る
変
化
に
よ
っ
て
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら

（Santasom
bat 2008

）、
筌
の
変
化
を
も
と
に
農
村
社
会
の
生
活
や
環
境
の
変
遷
も
同
時

に
と
ら
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ラ
オ
ス
の
水
域
環
境
は
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
水
田
、
河
川
、
池
、
用
水
路
、
雨
季
に
現

れ
る
湿
地
が
漁
撈
に
利
用
さ
れ
る
。
筌
は
お
も
に
、
水
田
、
河
川
、
用
水
路
に
し
か
け
ら
れ

 ― 221 ― 

ラオスの筌に関する物質文化的研究

う
な
魚
の
種
類
と
習
性
に
合
わ
せ
て
、
筌
を
し
か
け
る
時
期
や
場
所
を
は
じ
め
と
す
る
生
態

的
知
識
を
豊
か
に
し
て
人
び
と
が
生
態
環
境
に
適
応
し
て
き
た
こ
と
は
今
日
の
筌
利
用
の
実

態
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
ラ
オ
ス
人
は
筌
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
車
の
内
部
や
家
屋
に
よ
く
飾
る
。
筌
に
は

生
物
が
入
り
込
み
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
、
筌
は
お
金
や
幸
福
を
も
た
ら
す
縁
起
物
の
道
具
と

し
て
も
好
ま
れ
て
い
る
（
図
八
）。

こ
こ
ま
で
、
簡
略
な
が
ら
ラ
オ
ス
南
部
で
普
通
に
み
ら
れ
る
筌
に
つ
い
て
、
現
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果
を
も
と
に
概
観
し
た
。
と
り
わ
け
て
、
筌
は
生
物
を
捕
る
た
め

の
道
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
季
節
や
生
物
の
習
性
に
応
じ
て
形
態
や
役
割
が
収
斂
し
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

図１　  軒下につるされた筌（サワン
ナケート県。2008年５月４日、
辻撮影）

図２　  タウナギ用筌を背負って水田に
向かう男性（サワンナケート
県。2009年９月23日、辻撮影） 図３　  タウナギ用筌を編む男性（サワンナケート県。

2008年８月13日、辻撮影）

図４　  製作されたカエル用筌（サワンナケート県。
2009年12月30日、辻撮影）

図５　  水田にしかけたタウナギ用筌を回収する男性
（サワンナケート県。2009年９月23日、辻撮影）
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三

－

二
　
国
立
民
族
学
博
物
館
で
の
ラ
オ
ス
の
筌
調
査 

国
立
民
族
学
博
物
館
に
は
、
ラ
オ
ス
の
筌
が
少
な
く
と
も
二
四
点
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
ウ
ナ
ギ
用
筌
が
三
点
で
あ
る
。
標
本
名
の
類
推
か
ら
、
こ
れ
ら
は
タ
ウ
ナ
ギ
用
筌

（sai eian

）
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
筌
の
形
状
か
ら
、
カ
エ
ル
用
筌
（sai kop

）
二
点
、
淡

水
魚
用
筌
（sai pa

）
が
二
点
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
淡
水
魚
用
筌
は
河
川
で
用

い
ら
れ
る
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
は
水
田
で
利
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
調
査
で
は
、
同
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ラ
オ
ス
の
筌
二
四
点
の
う
ち
、
重
複
す
る
も
の

を
省
き
一
九
点
に
つ
い
て
熟
覧
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
収
蔵
品
に
付
さ
れ
た
情
報
は
、
番

号
、
資
料
名
、
地
域
の
み
で
あ
り
、
収
集
年
や
収
集
者
、
そ
し
て
そ
の
ほ
か
の
諸
情
報
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

筌
の
使
用
地
域
は
、
チ
ャ
ン
パ
サ
ッ
ク
県
（
八
）、
セ
コ
ン
県
（
四
）、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト

県
（
四
）、
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
県
（
二
）、
サ
ラ
ワ
ン
県
（
一
）、
不
明
（
一
）
で
あ
っ
た
。

ラ
オ
ス
北
部
の
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
県
と
不
明
の
も
の
を
の
ぞ
き
、
い
ず
れ
も
ラ
オ
ス
南
部
で

使
用
さ
れ
て
い
る
筌
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
地
域
的
偏
り
は
、
資
料
を
収
集
し
た

同
館
の
研
究
者
の
研
究
地
域
と
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

筌
の
お
も
な
素
材
は
タ
ケ
で
あ
る
が
、
ラ
タ
ン
、
ヤ
シ
の
殻
と
皮
、
木
材
（
未
同
定
）、

煉
瓦
、
化
学
繊
維
、
漁
網
も
補
助
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

筌
は
、「
カ
エ
シ
」
の
あ
る
型
（
一
三
）﹇
図
八
・
九
・
一
〇
・
一
一
・
十
二
・
一
三
・
一

四
・
一
六
・
一
七
・
一
九
・
二
四
・
二
五
・
二
六
﹈、「
カ
エ
シ
」
の
な
い
型
（
五
）﹇
図
一

八
・
二
〇
・
二
一
・
二
二
・
二
三
﹈、
落
と
し
蓋
型
（
一
）﹇
図
一
五
﹈
に
分
類
で
き
た
。

「
カ
エ
シ
」
の
あ
る
型
は
生
物
を
筌
か
ら
出
ら
れ
な
く
す
る
捕
獲
式
の
筌
で
あ
る
。「
カ
エ

シ
」
の
な
い
型
は
、
水
流
に
よ
っ
て
押
し
流
さ
れ
て
き
た
生
物
を
す
く
い
捕
る
筌
で
あ
る
。

落
と
し
蓋
型
の
筌
（jun

）
は
「
淡
水
魚
用
筌
」
と
標
本
タ
グ
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
「
罠
」
に
相
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
筌
と
罠
の
ち
が
い
に
つ
い
て
は
議
論
が

図６　  水田にしかけられた筌（アッタプー県。2009
年10月14日、辻撮影）

図７　  大型の筌を河川にしかける男性たち（サワン
ナケート県。2008年８月６日、辻撮影）

図８　  蓄財を期して家屋などにつるさ
れる筌のミニチュア（サワン
ナケート県。2008年５月６日、
辻撮影）
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必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
筌
は
生
物
の
習
性
を
利
用
し
て
捕
獲
す
る
道
具
、
罠
は
生
物
が

そ
の
一
部
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
動
し
生
物
を
閉
じ
込
め
る
作
用
を
と
も
な
う
道
具
と

簡
単
に
区
別
し
て
お
く
。
筌
の
「
カ
エ
シ
」
は
通
常
は
一
カ
所
の
み
も
う
け
ら
れ
る
が
、
二

カ
所
に
付
さ
れ
た
筌
も
一
点
確
認
で
き
た
（
図
二
六
）。
筌
に
は
ミ
ミ
ズ
な
ど
の
寄
せ
エ
サ

を
用
い
る
も
の
と
用
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
な
か
に
は
タ
ケ
製
の
留
め
具
が
つ
い
た
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
を
水
底
に
突
き
刺
し
て
筌
を
固
定
す
る
。
留
め
具
が
な
い
も
の
は
石
な
ど
を
用

い
て
固
定
す
る
場
合
が
あ
る
。

筌
の
形
態
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
は
、
人
び
と
の
生
物
の
習
性
の
熟
知
、
筌
の
使
用
環

境
の
特
性
に
応
じ
て
形
態
が
適
応
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
傾
向
は
、

数
多
く
の
技
術
品
の
発
展
を
通
時
的
に
た
ど
っ
て
い
く
と
、
ま
す
ま
す
均
衡
を
も
っ
た
か
た

ち
に
だ
ん
だ
ん
統
合
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
り
、
か
た
ち
が
機
能
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
（Leroi-Gourhan 1965

）。図９　  ウナギ用筌（使用地域：ルアンプラバン県。
2020年９月10日、広田撮影）

図10　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図12　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図14　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図11　  筌（使用地域：サワンナケート県。2020年
９月10日、広田撮影）

図13　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）
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。
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れ
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く
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、
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が
機
能
に
適
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す
る
こ
と
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示
す

も
の
で
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る
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）。図９　  ウナギ用筌（使用地域：ルアンプラバン県。
2020年９月10日、広田撮影）

図10　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図12　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図14　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図11　  筌（使用地域：サワンナケート県。2020年
９月10日、広田撮影）

図13　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）



 ― 224 ― 

ラオスの筌に関する物質文化的研究

図16　  淡水漁撈用筌（使用地域：サワンナケート
県。2020年９月10日、広田撮影）

図18　  筌（使用地域：不明。2020年９月10日、広
田撮影）

図15　  ウナギ用筌（使用地域：ルアンプラバン県。
2020年９月10日、広田撮影）

図17　  筌（使用地域：サラワン県。2020年９月10
日、広田撮影）

図20　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図22　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図19　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図21　  筌（使用地域：セコン県。2020年９月10日、
広田撮影）
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四
　
お
わ
り
に

以
上
、
ラ
オ
ス
の
筌
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
と
国
立
民
族
学
博
物
館
の
収
蔵
品
の
熟
覧

調
査
の
結
果
に
も
と
づ
き
報
告
し
た
。
ラ
オ
ス
南
部
の
筌
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
結
果
と

な
っ
た
が
、
そ
れ
は
現
地
の
水
田
や
河
川
で
そ
れ
ら
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

筌
の
形
状
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
漁
獲
対
象
の
生
物
の
習
性
や
水
流
に
関
す
る
人

び
と
の
生
態
学
的
知
識
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筌
は
自
然
の
産
物
で
あ
る
タ

ケ
で
お
も
に
製
作
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
を
捕
る
と
い
う
点
で
生
物
多

様
性
の
領
域
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
（M

ekong River Com
m

ission 2003

）。
筌
は
ま

た
丹
念
に
編
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
作
る
農
民
の
職
人
的
な
技
量
に
つ
い
て
も
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。
筌
を
み
る
こ
と
で
、
ラ
オ
ス
の
人
び
と
の
物
質
文
化
に
対
す
る
技
能
的
洗
練
、

捕
獲
対
象
生
物
に
対
す
る
執
着
、
自
然
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
筌
の
製
作
に
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
や
ナ
イ
ロ
ン
が
普
及
す
る
よ

図24　  筌（使用地域：セコン県。2020年９月10日、
広田撮影）

図26　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図23　  筌（使用地域：セコン県。2020年９月10日、
広田撮影）

図25　  筌（使用地域：セコン県。2020年９月10日、
広田撮影）

図27　  筌（使用地域：サワンナケート県。2020年
９月10日、広田撮影）
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筌
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
と
国
立
民
族
学
博
物
館
の
収
蔵
品
の
熟
覧

調
査
の
結
果
に
も
と
づ
き
報
告
し
た
。
ラ
オ
ス
南
部
の
筌
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
結
果
と

な
っ
た
が
、
そ
れ
は
現
地
の
水
田
や
河
川
で
そ
れ
ら
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

筌
の
形
状
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
漁
獲
対
象
の
生
物
の
習
性
や
水
流
に
関
す
る
人

び
と
の
生
態
学
的
知
識
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筌
は
自
然
の
産
物
で
あ
る
タ

ケ
で
お
も
に
製
作
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
を
捕
る
と
い
う
点
で
生
物
多

様
性
の
領
域
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
（M

ekong River Com
m

ission 2003

）。
筌
は
ま

た
丹
念
に
編
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
作
る
農
民
の
職
人
的
な
技
量
に
つ
い
て
も
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。
筌
を
み
る
こ
と
で
、
ラ
オ
ス
の
人
び
と
の
物
質
文
化
に
対
す
る
技
能
的
洗
練
、

捕
獲
対
象
生
物
に
対
す
る
執
着
、
自
然
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
筌
の
製
作
に
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
や
ナ
イ
ロ
ン
が
普
及
す
る
よ

図24　  筌（使用地域：セコン県。2020年９月10日、
広田撮影）

図26　  筌（使用地域：チャンパサック県。2020年
９月10日、広田撮影）

図23　  筌（使用地域：セコン県。2020年９月10日、
広田撮影）

図25　  筌（使用地域：セコン県。2020年９月10日、
広田撮影）

図27　  筌（使用地域：サワンナケート県。2020年
９月10日、広田撮影）
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計
戦
略
で
あ
り
、
筌
は
人
び
と
が
生
存
し
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
物
質
文

化
で
あ
る
。

筌
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
ラ
オ
ス
の
人
び
と
の
民
俗
を
探
る
こ
と
で
も
あ
り
、
人
び
と
の

生
き
方
を
研
究
す
る
た
め
の
格
好
の
材
料
で
あ
る
。
筌
と
い
う
古
い
形
式
の
漁
具
に
依
存
す

る
こ
と
は
、
人
び
と
が
家
計
の
状
況
に
よ
り
、
近
代
的
な
漁
具
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
（Baird and Shoem

aker 2008

）。
こ
こ
に
、
本

研
究
は
、
民
具
研
究
だ
け
で
な
く
、
農
民
研
究
を
包
摂
し
、
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
常
民
研

究
と
も
接
点
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
田
辺
悟
に
よ
る
民
具
学
に
関
す
る
理

論
が
本
点
を
い
い
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。

「
民
具
学
の
前
提
は
、
一
地
域
の
総
合
研
究
と
そ
の
比
較
に
あ
る
。（
中
略
）。
民
具
学

は
〝
モ
ノ
〞
を
と
お
し
て
人
間
と
自
然
（
風
土
）
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
明
ら
か
に

し
、
こ
れ
ま
で
営
ま
れ
て
き
た
暮
ら
し
（
生
活
）
の
中
に
、
そ
の
所
産
で
あ
る
歴
史
と

文
化
を
み
さ
だ
め
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
き
な
地
域
（
単
位
）
で
も

小
さ
な
地
域
（
単
位
）
で
も
『
比
較
』
す
る
こ
と
に
は
じ
ま
り
、『
比
較
』
す
る
こ
と

に
終
る
と
い
っ
て
よ
い
」（
田
辺
　
二
〇
一
四
）

比
較
の
視
座
は
、
モ
ノ
と
モ
ノ
の
ち
が
い
や
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
や
文
化
、
ひ
い
て
は
人
間
を
理
解
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

さ
ら
に
、
筌
を
研
究
す
る
こ
と
は
人
類
史
的
観
点
か
ら
も
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
。
筌

は
世
界
中
の
至
る
地
域
の
水
域
で
確
認
で
き
、
効
率
的
に
生
物
を
閉
じ
込
め
漁
獲
を
可
能
に

す
る
道
具
で
あ
り
、
設
置
漁
具
と
併
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
き
た

（Connaw
ay 2007

）。
筌
は
ま
た
受
動
的
な
道
具
で
あ
り
（M

auss 1967

）、
水
中
で
使

用
さ
れ
る
見
張
り
の
不
要
な
装
置
で
あ
り
、
人
間
の
代
理
と
し
て
機
能
す
る
が
、
正
し
い
場

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
筌
の
製
作
技
術
や
使
用
に
よ
い
影
響
が
生
じ
て
い
る
の
か
検
討
す
る

こ
と
も
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
筌
研
究
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
視
座
と
し
て
肝
要
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
よ
り
総
合
的
な
観
点
に
立
て
ば
、
た
と
え
ば
、
モ
ノ
そ
れ
自
体
や

製
作
技
術
を
超
え
て
、
人
間
の
認
識
体
系
や
社
会
文
化
に
迫
ろ
う
と
す
る
シ
ェ
ー
ン
・
オ
ペ

ラ
ト
ワ
ー
ル
論
（
後
藤
　
二
〇
一
三
）
に
も
と
づ
く
民
族
考
古
学
的
な
研
究
が
注
目
に
値
す

る
。筌

の
調
査
研
究
は
、
民
具
研
究
と
深
く
結
び
つ
き
、
日
本
民
俗
学
に
お
い
て
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
宮
本
常
一
は
民
具
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
民
具
研
究
の
根
本
問
題
は
民
具
の
形
態
学
的
な
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
具
の
機
能

を
通
じ
て
生
産
、
生
活
に
関
す
る
技
術
、
ひ
い
て
は
生
態
学
的
研
究
に
ま
で
進
む
こ
と

に
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
生
産
、
生
活
の
技
術
、
民
具
の
生
態
学
的
な
研
究
は
、
同
時

に
人
間
の
生
態
学
的
な
研
究
に
ふ
か
い
つ
な
が
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
」（
宮
本
　
一

九
七
九
）

つ
ま
り
、
民
具
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
生
態
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い

う
発
想
が
日
本
民
俗
学
の
な
か
に
み
て
と
れ
る
。

筌
の
研
究
は
ま
さ
に
、
漁
撈
と
い
う
生
産
活
動
、
筌
で
捕
え
た
生
物
を
タ
ン
パ
ク
源
と
し

て
利
用
す
る
生
活
の
技
術
、
筌
を
い
つ
ど
こ
に
し
か
け
る
の
か
と
い
う
生
態
学
的
知
識
に
関

す
る
領
域
を
占
め
、
自
然
を
利
用
し
て
生
き
る
人
び
と
の
生
態
学
的
な
技
能
や
知
識
を
理
解

す
る
う
え
で
有
益
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
で
は
、
農
民
が
農
業
の
か
た
わ
ら
不
足
す
る
動
物
性
タ

ン
パ
ク
源
を
補
う
た
め
に
筌
を
使
っ
て
水
域
の
生
物
を
捕
る
こ
と
の
で
き
る
生
態
環
境
が
豊

か
で
あ
る
。
筌
を
用
い
て
生
物
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
ラ
オ
ス
の
人
び
と
に
と
っ
て
所
与
の
生
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ラ
オ
ス
の
事
例
に
傾
斜
し
た
が
、
日
本
の
筌
研
究
な
ら
び
に
日
本
民
俗
学
の
民
具
研
究
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
期
し
て
し
め
く
く
る
こ
と
と
す
る
。
不
見
識
な
点
に
つ
い
て
は
批
判
を
仰

ぎ
た
い
。

謝
辞

本
研
究
は
、
平
成
三
一
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
ラ
オ
ス
南
部
の
水
田
漁
撈

民
オ
イ
の
生
活
と
社
会
環
境
変
化
」（
代
表
者
：
辻
貴
志
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、

ラ
オ
ス
で
の
現
地
調
査
は
、
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
ラ
オ

ス
村
落
に
お
け
る
慣
習
的
土
地
所
有
の
実
態
と
変
容
」（
代
表
者
：
藤
村
美
穂
）、
平
成
二
六

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
ラ
オ
ス
農
村
に
お
け
る
水
田
漁
撈
の
村
落
社

会
学
的
研
究
」（
代
表
者
：
藤
村
美
穂
）、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
「
熱
帯
ア
ジ
ア
の
環
境

変
化
と
感
染
症
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
者
：
門
司
和
彦
）
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
。
国
立

民
族
学
博
物
館
の
調
査
で
は
、
岐
阜
大
学
大
学
院
自
然
科
学
技
術
研
究
科
大
学
院
生
の
山
口

晴
輝
氏
に
調
査
補
助
を
担
当
い
た
だ
い
た
。
本
試
論
を
本
誌
に
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
近
畿

大
学
民
俗
文
化
研
究
所
の
藤
井
弘
章
教
授
の
ご
配
慮
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本

誌
の
査
読
者
の
方
が
た
に
は
、
査
読
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り

も
、
調
査
の
現
場
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
た
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で

あ
る
。

参
照
文
献

（
日
本
語
文
献
）

秋
道
智
彌
　
一
九
八
九 

「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
筌
漁

－

漁
具
・
漁
法
の
生
態
学
的
研
究
」『
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
』
六: 

二
六
九

－

二
九
八
。

秋
道
智
彌
　
二
〇
〇
七 

「
漁
撈
」
秋
道
智
彌
編
『
図
録
メ
コ
ン
の
世
界

－

歴
史
と
生
態
』
東

所
に
設
置
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
（O

sw
alt 1976

）。
筌
を
ど
こ
に
し
か
け
る
の
か
は
、

そ
れ
を
使
用
す
る
人
び
と
の
生
態
的
知
識
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
民
族
科
学
的
な
課
題

で
あ
る
。
日
本
民
俗
学
の
領
域
で
自
然
知
や
身
体
的
技
能
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
篠
原
徹

は
、
身
体
知
や
自
然
知
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
道
具
そ
の
も
の
が
素
朴
な

ま
ま
と
ど
ま
る
方
向
を
指
向
す
る
文
化
を
認
め
て
お
り
（
篠
原
　
二
〇
〇
五
）、
ラ
オ
ス
の

筌
は
こ
の
指
摘
に
あ
て
は
ま
る
。
道
具
は
、
物
質
文
化
的
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
自
然
や

技
能
と
の
関
連
か
ら
も
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い

が
、
篠
原
の
指
摘
は
筌
研
究
の
裾
野
を
大
き
く
広
げ
る
う
え
で
卓
見
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
は
、
ラ
オ
ス
の
人
と
筌
と
の
関
係
が
、
少
な
く
と
も
農
民
漁
撈
的
性
格
と
生

態
学
的
知
識
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
ラ
オ
ス
の
人
び
と

の
農
民
漁
撈
が
生
態
学
的
知
識
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
例
す
る
か
た
ち
で
さ

ま
ざ
ま
な
筌
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
筌
は
ま
た
、
人
類
史
的
に
も
検
討
が
必

要
で
あ
る
こ
と
も
示
唆
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
断
片
的
な
調
査
結
果
に
も
と
づ
く
も
の
の
、

ラ
オ
ス
の
筌
は
、
人
と
自
然
と
の
関
係
を
深
く
編
み
込
ん
だ
物
質
文
化
で
あ
る
と
結
論
づ
け

ら
れ
る
。

今
後
、
筌
を
中
心
に
物
質
文
化
と
し
て
の
漁
具
の
比
較
考
察
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
本
研

究
を
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
民
具
研
究
に
近
接
さ
せ
、
ラ
オ
ス
の
事
例
か
ら
日
本
の
事
例
を

み
る
こ
と
で
、
筌
の
通
文
化
的
研
究
を
目
指
す
。
筌
を
と
お
し
て
わ
か
る
こ
と
は
数
多
い
。

筌
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
作
る
人
び
と
、
そ
れ
が
使
わ
れ
る
生
態
環

境
、
そ
れ
で
捕
獲
さ
れ
る
生
物
に
関
す
る
情
報
が
つ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
本
論
で
若
干
の
検

討
を
お
こ
な
っ
た
。
筌
を
原
始
漁
法
や
漁
業
史
の
観
点
か
ら
と
ら
え
て
き
た
日
本
民
俗
学
の

視
座
は
、
筌
が
い
か
に
生
態
環
境
の
変
化
や
人
び
と
の
生
活
の
い
と
な
み
と
と
も
に
持
続
し

て
き
た
の
か
を
探
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
以
上
の
課
題
を
学
際
的
に
調
査
研
究
し
、
体

系
化
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
本
研
究
と
日
本
民
俗
学
の
架
橋
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
試
論
は
、



 ― 227 ― 

ラオスの筌に関する物質文化的研究

ラ
オ
ス
の
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例
に
傾
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に
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本
民
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の
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献
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。
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者
：
藤
村
美
穂
）、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
「
熱
帯
ア
ジ
ア
の
環
境

変
化
と
感
染
症
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
者
：
門
司
和
彦
）
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
。
国
立

民
族
学
博
物
館
の
調
査
で
は
、
岐
阜
大
学
大
学
院
自
然
科
学
技
術
研
究
科
大
学
院
生
の
山
口

晴
輝
氏
に
調
査
補
助
を
担
当
い
た
だ
い
た
。
本
試
論
を
本
誌
に
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
近
畿

大
学
民
俗
文
化
研
究
所
の
藤
井
弘
章
教
授
の
ご
配
慮
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本

誌
の
査
読
者
の
方
が
た
に
は
、
査
読
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り

も
、
調
査
の
現
場
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
た
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で

あ
る
。

参
照
文
献

（
日
本
語
文
献
）

秋
道
智
彌
　
一
九
八
九 

「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
筌
漁

－

漁
具
・
漁
法
の
生
態
学
的
研
究
」『
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
』
六: 

二
六
九

－

二
九
八
。

秋
道
智
彌
　
二
〇
〇
七 

「
漁
撈
」
秋
道
智
彌
編
『
図
録
メ
コ
ン
の
世
界

－

歴
史
と
生
態
』
東

所
に
設
置
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
（O

sw
alt 1976

）。
筌
を
ど
こ
に
し
か
け
る
の
か
は
、

そ
れ
を
使
用
す
る
人
び
と
の
生
態
的
知
識
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
民
族
科
学
的
な
課
題

で
あ
る
。
日
本
民
俗
学
の
領
域
で
自
然
知
や
身
体
的
技
能
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
篠
原
徹

は
、
身
体
知
や
自
然
知
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
道
具
そ
の
も
の
が
素
朴
な

ま
ま
と
ど
ま
る
方
向
を
指
向
す
る
文
化
を
認
め
て
お
り
（
篠
原
　
二
〇
〇
五
）、
ラ
オ
ス
の

筌
は
こ
の
指
摘
に
あ
て
は
ま
る
。
道
具
は
、
物
質
文
化
的
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
自
然
や

技
能
と
の
関
連
か
ら
も
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い

が
、
篠
原
の
指
摘
は
筌
研
究
の
裾
野
を
大
き
く
広
げ
る
う
え
で
卓
見
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
は
、
ラ
オ
ス
の
人
と
筌
と
の
関
係
が
、
少
な
く
と
も
農
民
漁
撈
的
性
格
と
生

態
学
的
知
識
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
ラ
オ
ス
の
人
び
と

の
農
民
漁
撈
が
生
態
学
的
知
識
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
例
す
る
か
た
ち
で
さ

ま
ざ
ま
な
筌
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
筌
は
ま
た
、
人
類
史
的
に
も
検
討
が
必

要
で
あ
る
こ
と
も
示
唆
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
断
片
的
な
調
査
結
果
に
も
と
づ
く
も
の
の
、

ラ
オ
ス
の
筌
は
、
人
と
自
然
と
の
関
係
を
深
く
編
み
込
ん
だ
物
質
文
化
で
あ
る
と
結
論
づ
け

ら
れ
る
。

今
後
、
筌
を
中
心
に
物
質
文
化
と
し
て
の
漁
具
の
比
較
考
察
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
本
研

究
を
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
民
具
研
究
に
近
接
さ
せ
、
ラ
オ
ス
の
事
例
か
ら
日
本
の
事
例
を

み
る
こ
と
で
、
筌
の
通
文
化
的
研
究
を
目
指
す
。
筌
を
と
お
し
て
わ
か
る
こ
と
は
数
多
い
。

筌
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
作
る
人
び
と
、
そ
れ
が
使
わ
れ
る
生
態
環

境
、
そ
れ
で
捕
獲
さ
れ
る
生
物
に
関
す
る
情
報
が
つ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
本
論
で
若
干
の
検

討
を
お
こ
な
っ
た
。
筌
を
原
始
漁
法
や
漁
業
史
の
観
点
か
ら
と
ら
え
て
き
た
日
本
民
俗
学
の

視
座
は
、
筌
が
い
か
に
生
態
環
境
の
変
化
や
人
び
と
の
生
活
の
い
と
な
み
と
と
も
に
持
続
し

て
き
た
の
か
を
探
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
以
上
の
課
題
を
学
際
的
に
調
査
研
究
し
、
体

系
化
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
本
研
究
と
日
本
民
俗
学
の
架
橋
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
試
論
は
、
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シ
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東
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友
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〇
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叢
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西
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民
俗
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双
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原
始
漁
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術
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